
平成22年度芸術鑑賞邦楽公演

▲｢莱苅花｣　　　　　　　　　▲｢選蓮一白き峰によせて-｣

し､一､

3
月
1
 
3
日
㈲
富
山
県
教
育
文
化
会
館
に
お
い
て
平

成
2
2
年
度
芸
術
鑑
賞
を
開
催
し
ま
し
た
｡

第
1
部
の
　
｢
松
竹
梅
｣
　
で
は
､
国
内
の
み
な
ら
ず

海
外
で
も
活
躍
さ
れ
て
い
る
黒
川
真
理
さ
ん
の
優
美

な
軍
の
調
べ
に
あ
わ
せ
て
邦
楽
界
の
プ
リ
ン
ス
･
藤

原
道
山
さ
ん
の
尺
八
と
大
谷
祥
子
さ
ん
､
遠
藤
千
晶

さ
ん
の
三
絞
､
藤
舎
呂
風
､
福
原
鶴
之
助
さ
ん
の
鼓
､

藤
舎
推
峰
さ
ん
の
笛
の
お
嚇
子
が
加
わ
り
､
舞
台
に

さ
ら
に
華
や
か
さ
を
添
え
ま
し
た
｡
撃
と
尺
八
に
よ

る
　
｢
上
弦
の
曲
｣
　
に
続
い
て
､
藤
原
さ
ん
と
フ
ラ
メ

ン
コ
ダ
ン
サ
ー
の
高
木
亮
太
さ
ん
に
よ
る
｢
避
遁
-

白
き
峰
に
よ
せ
て
-
｣
　
で
は
､
尺
八
と
フ
ラ
メ
ン
コ

が
融
合
す
る
と
い
う
奇
跡
を
披
露
｡

第
2
部
の
｢
道
成
寺
｣
　
で
は
､
黒
川
さ
ん
の
等
に

劇
団
文
芸
座
の
小
泉
邦
子
さ
ん
の
語
り
で
物
語
は
進

行
し
､
女
の
情
念
の
世
界
を
表
現
し
ま
し
た
｡
続
い

く

｢

｣

か

て
､
｢
撃
筏
歌
｣
　
は
､
黒
川
さ
ん
､
大
谷
さ
ん
､
遠

藤
さ
ん
に
よ
る
雅
な
等
演
奏
｡
洋
舞
の
可
西
舞
踊
研

む

い

か

究
所
が
共
演
し
た
｢
莱
荊
花
｣
　
で
は
､
エ
キ
ゾ
チ
ッ

ク
な
香
り
が
漂
う
舞
台
で
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
｡

終
演
後
､
黒
川
真
理
さ
ん
か
ら
､
つ
い
2
日
前
に

発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て
触
れ
､
｢
東
京

か
ら
出
演
者
の
方
々
が
苦
労
し
て
来
県
さ
れ
感
動
し

ま
し
た
｡
こ
の
よ
う
な
大
変
な
状
況
で
､
被
災
者
の

方
々
に
は
心
苦
し
い
気
持
ち
に
も
な
り
ま
し
た
｡
で

も
少
し
で
も
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
､

と
思
い
直
し
開
催
し
ま
し
た
｡
多
く
の
皆
さ
ん
の
お

か
げ
で
無
事
終
え
ら
れ
､
今
は
感
謝
の
心
で
い
っ
ぱ

い
で
す
｣
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
｡

黒
川
さ
ん
は
､
観
客
に
向
け
て
､
被
災
者
に
対
す

る
義
援
金
の
援
助
を
呼
び
か
け
ま
し
た
｡
前
日
に
は

出
演
者
の
皆
さ
ん
全
員
か
ら
出
演
料
の
1
部
､
計
2

万
円
が
寄
付
さ
れ
ま
し
た
｡
ま
た
､
当
日
観
客
の
皆

さ
ん
か
ら
の
義
援
金
､
2
 
1
万
8
1
5
0
円
が
集
め
ら

れ
､
た
だ
ち
に
北
日
本
新
聞
社
へ
預
託
し
ま
し
た
｡
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文学賞受員者の若栗清子さん受賞者を交えた懇談会

く2)

東
日
本
大
震
災

海
外
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

第
2
 
9
回
と
や
ま
文
学
賞
授
賞
式

3
月
日
日
㈲
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
｣
　
の
ニ
ュ
ー
ス
は
､
瞬
く
間
に

世
界
中
を
駆
け
巡
り
､
海
外
と
の
芸
術

文
化
交
流
を
活
発
に
行
っ
て
い
る
芸
文

協
に
は
､
関
係
各
国
か
ら
多
数
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
｡

｢
富
山
の
友
人
は
無
事
か
｣
　
｢
私
達

は
貴
方
が
た
と
共
に
あ
る
｣
　
｢
ど
う
か

一
日
も
早
い
復
興
を
｣
　
と
い
っ
た
､
海

外
関
係
者
か
ら
の
心
に
迫
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
は
､
延
べ
6
7
通
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
｡

ま
た
交
流
の
深
い
プ
ラ
ハ
芸
術
大
学

と
モ
ナ
コ
の
劇
団
ス
テ
エ
デ
ィ
オ
･
ド

ゥ
･
モ
ナ
コ
よ
り
､
チ
ャ
リ
テ
ィ
公
演

を
現
地
で
開
催
す
る
と
い
う
報
告
が
あ

っ
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
､
世
界
各
地

で
義
援
金
の
送
付
な
ど
具
体
的
な
支
援

の
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
そ
う
で
す
｡

地
震
､
津
波
に
続
き
発
生
し
た
原
発

事
故
に
関
し
て
は
､
放
射
能
汚
染
を
懸

念
し
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
や
モ
ナ
コ
の
関

係
者
よ
り
疎
開
受
け
入
れ
の
申
し
出
も

来
て
い
ま
す
｡

国
境
を
超
え
た
友
情
の
輪
を
実
感
す

る
と
と
も
に
､
芸
術
文
化
を
通
し
私
共

に
出
来
る
こ
と
を
真
筆
に
行
っ
て
い
き

た
い
と
い
う
思
い
を
新
た
に
し
て
お
り

ま
す
｡

文
学
賞
　
若
栗
清
子
さ
ん

第
2
9
回
と
や
ま
文
学
賞
の
授
賞
式
を
､

3
月
2
3
日
的
午
前
1
 
0
時
か
ら
､
富
山

県
民
会
館
3
0
4
号
室
に
て
行
い
ま
し

た
｡

今
回
の
文
学
賞
に
は
総
数
6
3
編
(
小

説
1
 
9
､
評
論
〇
､
児
童
文
学
1
､
随
筆

2
､
詩
1
 
5
､
短
歌
8
､
俳
句
日
､
川

柳
7
)
　
の
応
募
が
あ
り
､
作
家
の
木
崎

さ
と
子
先
生
と
､
文
学
博
士
･
お
茶
の

水
女
子
大
学
名
誉
教
授
･
英
文
学
者
の

外
山
滋
比
古
先
生
に
よ
る
選
考
の
結
果
､

文
学
賞
は
若
葉
清
子
さ
ん
(
小
説
)
　
｢
ボ

ク
の
手
紙
｣
　
に
決
定
し
ま
し
た
　
(
若
栗

さ
ん
は
第
1
 
3
回
に
続
き
史
上
初
の
2
度

目
の
受
賞
)
｡

式
で
は
小
泉
博
芸
文
協
会
長
よ
り
文

学
賞
受
賞
者
に
貰
状
と
正
賞
(
辻
志
郎

氏
作
ブ
ロ
ン
ズ
像
｢
人
間
門
｣
)
　
及
び

副
賞
を
､
ま
た
佳
作
の
方
に
は
賞
状
と

記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
｡

若
菜
さ
ん
は
受
賞
者
挨
拶
の
中
で
東

日
本
大
震
災
に
触
れ
､
言
葉
は
無
力

じ
ゃ
な
い
｡
人
の
心
に
灯
り
を
と
も
す

こ
と
が
出
来
る
｣
と
､
言
葉
の
持
つ
カ

へ
の
思
い
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
｡

来
賓
に
石
井
隆
二
畠
山
県
知
事
代
理

の
村
椿
晃
富
山
県
生
活
環
境
文
化
部
次

長
､
中
沖
豊
芸
文
協
最
高
顧
問
､
北
村

(
小
説
)
　
｢
ポ
ク
の
手
紙
｣

虞
明
N
H
K
富
山
放
送
局
長
を
お
迎
え

し
､
｢
と
や
ま
文
学
｣
第
2
9
号
執
筆
者

な
ど
多
数
の
文
学
関
係
者
の
列
席
も
得

て
､
式
は
盛
会
の
う
ち
に
終
わ
り
ま
し

た
｡

そ
の
後
同
室
で
受
賞
者
と
の
懇
談
会

が
開
催
さ
れ
､
吉
田
泉
編
集
委
員
長
の

進
行
の
も
と
､
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
｡

佳
作
は
次
の
通
り
で
す
｡
(
敬
称
略
)

細
川
喜
久
患
(
請
)

｢
老
理
容
師
｣

四
辻
　
利
弘
(
短
歌
)

｢
親
癌
日
誌
｣

細
川
喜
久
恵
　
(
俳
句
)

も

　

み

　

さ

れ

｢
紅
絹
布
｣

八
木
　
孝
子
(
川
柳
)

｢
日
め
-
り
｣

｢
と
や
ま
文
学
｣
第
四
号
は
芸
文
協
事
務
局
他
に
て
定
価
L
､
〇
〇
〇
円
(
税
込
)

で
販
売
し
て
お
り
ま
す
｡
な
お
芸
文
協
会
員
は
事
務
局
で
お
求
め
頂
い
た
場
合
､
蛋

新
q
u
で
冊
目
の
み
ハ
〇
〇
円
で
購
入
頂
け
ま
す
o
郵
送
で
も
販
売
(
送
料
別
途
)
し

て
お
り
ま
す
の
で
､
詳
し
く
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
｡

｢
と
や
ま
文
学
｣
第
2
 
9
号
合
評
会

6
月
1
 
2
日
旧
午
後
2
時
よ
り
　
富
山
県
教
育
文
化
会
館
4
0
3
号
室



(合唱部門)大門康彦先生

(オーケストラ部門)坂本和彦先生

く3)

｢
と
や
ま
世
界
こ
ど
も
舞
台
芸
術
祭
2
0
1
2
｣

第
2
回
実
行
委
員
会
を
開
催

平
成
2
 
2
年
度
　
芸
術
文
化
指
導
者
招
へ
い
事
業

(
合
唱
･
吹
奏
楽
･
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
)

来
夏
(
平
成
2
4
年
)
7
月
3
 
1
日
㈹

か
ら
8
月
5
日
個
に
開
催
さ
れ
る
｢
と

や
ま
世
界
こ
ど
も
舞
台
芸
術
祭
2
0
1

2
｣
　
の
第
2
回
実
行
委
員
会
が
3
月
1
 
8

日
㈲
富
山
県
民
会
館
3
0
4
号
室
で
行

わ
れ
ま
し
た
｡

海
外
1
 
5
カ
国
､
県
外
1
 
5
団
体
､
県

内
か
ら
も
多
数
の
団
体
を
参
加
予
定
と

す
る
こ
と
､
期
間
中
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

案
､
平
成
2
3
年
度
事
前
準
備
事
業
の
予

算
案
な
ど
が
説
明
さ
れ
､
承
認
さ
れ
ま

し
た
｡今

回
新
た
に
､
ア
ジ
ア
諸
国
の
舞
台

芸
術
活
動
を
D
V
D
に
よ
り
紹
介
す
る

｢
ア
ジ
ア
舞
台
芸
術
映
像
祭
｣
を
開
催

す
る
運
び
と
な
り
､
映
像
を
映
し
な
が

ら
､
各
国
の
舞
台
芸
術
の
現
況
を
解
説

す
る
予
定
に
し
て
お
り
ま
す
｡

ま
た
､
こ
の
舞
台
芸
術
祭
の
広
報
･

告
知
の
た
め
､
海
外
の
団
体
を
招
へ
い

し
､
県
内
の
芸
術
文
化
団
体
と
共
演
す

る
｢
フ
レ
公
演
｣
を
開
催
い
た
し
ま
す
｡

平
成
2
3
年
度
､
2
4
年
度
の
2
年
度
に

わ
た
り
､
県
内
全
市
町
村
で
行
う
予
定

で
す
｡
ヲ
レ
公
演
｣
　
で
は
､
県
内
芸

術
団
体
の
他
に
､
ハ
ン
ガ
リ
ー
･
劇
団

プ
レ
イ
ヤ
ー
ズ
･
ス
タ
ジ
オ
∴
ア
プ
レ

ツ
エ
ン
に
よ
る
演
劇
｢
マ
ッ
チ
売
り
の

少
女
｣
　
の
日
本
語
上
演
や
チ
ェ
コ
･
ボ

ヘ
ミ
ア
バ
レ
エ
団
に
よ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク

バ
レ
エ
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
｡

2
0
0
8
年
に
開
催
し
ま
し
た
世
界

こ
ど
も
舞
台
芸
術
祭
の
時
と
同
様
に
､

一
口
五
千
円
(
何
口
で
も
可
)
　
の
協
賛

金
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
｡
皆
様
の
温

か
い
ご
理
解
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

何
卒
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
｡
お
問
い

合
わ
せ
は
､
と
や
ま
世
界
こ
ど
も
舞
台

芸
術
祭
実
行
委
員
会
(
当
協
会
内
)
ま

で
お
願
い
い
た
し
ま
す
｡

2
月
2
2
日
に
起
き
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
フ

ン
ド
の
地
震
で
冨
山
外
国
語
専
門
学
校

の
多
数
の
皆
さ
ん
が
被
災
さ
れ
､
お
亡

-
な
り
に
な
り
ま
し
た
｡
同
校
に
は
前

回
2
0
0
8
年
の
舞
台
芸
術
祭
は
も
ち

ろ
ん
､
1
9
8
9
年
の
富
山
国
際
青
年

演
劇
祭
か
ら
6
回
に
わ
た
り
､
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
通
訳
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
｡
と
や
ま
世
界
こ
ど
も
舞

台
芸
術
祭
実
行
委
員
会
は
､
救
援
金
と

し
て
1
 
0
万
円
を
北
日
本
新
聞
社
に
預
託

い
た
し
ま
し
た
｡

1
月
か
ら
3
月
に
か
け
て
　
｢
芸
術
文

化
指
導
者
招
へ
い
事
業
｣
を
実
施
し
ま

し
た
｡合

唱
部
門
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
(
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
=
重
松
秀
子
)
　
は
､
1

月
2
9
日
出
･
3
0
日
倒
､
2
月
5
日
出
･

6
日
旧
に
合
唱
指
揮
者
の
大
門
康
彦
先

生
を
お
招
き
し
､
冨
山
市
民
芸
術
創
造

セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
｡
そ
れ
ぞ

れ
､
県
内
の
中
学
校
､
高
校
の
合
唱
部

や
一
般
の
合
唱
団
貝
を
対
象
に
行
わ
れ

ま
し
た
｡
大
門
先
生
に
は
､
合
唱
音
楽

の
表
現
法
や
発
声
法
を
中
心
に
丁
寧
に

指
導
し
て
頂
き
ま
し
た
｡
先
生
の
熱
い

指
導
に
受
講
者
ら
は
､
集
中
し
て
練
習

に
励
み
ま
し
た
｡

2
月
1
 
9
日
出
･
2
0
日
冊
に
は
､
冨

山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー
と
富
山
県

高
岡
文
化
ホ
ー
ル
に
お
い
て
､
吹
奏
楽

部
門
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
　
(
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
=
加
納
佑
成
)
を
行
い
ま
し
た
｡

ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム
の
岩
黒
綾
乃
先
生
を

お
迎
え
し
､
県
内
の
中
学
校
､
高
等
学

校
な
ど
の
方
々
を
対
象
に
､
ユ
ー
フ
ォ

ニ
ア
ム
の
基
本
奏
法
､
練
習
法
を
中
心

に
指
導
し
て
頂
き
ま
し
た
｡
岩
黒
先
生

自
ら
も
楽
器
を
手
に
と
っ
て
熱
心
に
演

奏
法
の
指
導
を
さ
れ
､
受
講
し
た
生
徒

ら
は
､
基
礎
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
｡

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部
門
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
(
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
-
小
津
虞
琴
)

は
､
指
揮
者
の
坂
本
和
彦
先
生
を
お
招

き
し
て
､
3
月
2
6
日
出
･
2
7
日
脚
の

2
日
間
､
富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
､
と
や
ま
レ
デ
ィ
ー
ス
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
(
富
山
音
楽
院
)
､
富
山
県

オ
ペ
ラ
協
会
､
富
山
シ
テ
ィ
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
の
メ
ン
バ
ー
ら
が
受

講
し
ま
し
た
｡
坂
本
先
生
に
は
､
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
に
お
け
る
演
奏
技
術
の
指
導

を
中
心
に
､
室
内
楽
や
管
弦
楽
合
奏
に

わ
た
っ
て
も
指
導
を
し
て
頂
き
ま
し
た
｡

な
お
､
3
月
1
 
8
日
㈱
～
2
 
1
日
㈲
富

山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー
､
高
岡
開

進
堂
楽
器
､
富
山
県
立
高
岡
高
等
学
校

で
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
､
デ
メ
-

二
･
シ
ャ
ロ
ル
タ
先
生
(
ハ
ン
ガ
リ
⊥

を
お
迎
え
し
て
の
合
唱
部
門
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
　
(
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
-
重

松
秀
子
)
は
､
東
日
本
大
震
災
の
影
響

に
よ
り
､
デ
メ
-
ニ
先
生
の
来
日
が
実

現
し
な
か
っ
た
た
め
､
止
む
な
く
中
止

と
な
り
ま
し
た
｡



1月22日　特別養護老人ホームのむら藤圃苑

(A)

平
成
2
2
年
度

県
民
ふ
れ
あ
い
公
演

1
月
と
2
月
に
｢
平
成
2
2
年
度
県
民

ふ
れ
あ
い
公
演
｣
　
の
う
ち
の
最
後
の
2

公
演
を
行
い
､
平
成
2
2
年
度
の
捧
尾
を

飾
り
ま
し
た
｡

1
月
2
2
日
出
は
､
高
岡
市
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
む
ら
藤
園
苑
に
お
い

て
吹
奏
楽
の
公
演
を
開
催
し
ま
し
た
｡

富
山
県
立
高
岡
工
芸
高
等
学
校
吹
奏
楽

都
の
メ
ン
バ
ー
が
､
｢
北
国
の
春
｣
　
や

｢
明
日
が
あ
る
さ
｣
､
｢
青
い
山
脈
｣
　
な

ど
､
お
年
寄
り
に
も
馴
染
み
の
あ
る
曲

を
披
露
｡
出
演
者
と
観
客
ら
は
共
に
和

や
か
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
｡

2
月
2
0
日
脚
は
､
〟
な
ん
と
-
吹
奏

楽
団
″
　
に
よ
る
公
演
を
小
矢
部
市
立
津

沢
小
学
校
で
行
い
ま
し
た
｡
｢
ハ
リ
ウ

ッ
ド
万
歳
｣
　
や
｢
と
な
り
の
ト
ト
ロ
｣
､

｢
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
･
グ
レ
イ
ス
｣
　
な
ど

が
演
奏
さ
れ
､
会
場
を
包
み
込
む
迫
力

も
よ
お
し
の
記
録
と
案
内

第
卯
回
富
山
大
学
合
唱
団
定
期
演
奏
会

3
月
5
日
出

富
山
市
民
プ
ラ
ザ
　
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
ホ
ー
ル

第
1
 
8
回
春
を
生
け
る
北
日
本
い
け
ば

な
展3

月
1
0
日
㈹
-
3
月
1
5
日
㈹

高
岡
大
和
6
階
ホ
ー
ル

平
成
2
3
年
度
　
｢
春
の
北
圃
宝
生
能
｣

4
月
3
日
侶

石
川
県
立
能
楽
室

温
井
源
喜
　
遺
作
展

4
月
8
日
幽
-
4
月
1
 
2
日
㈹

富
山
県
民
会
館

第
4
0
回
富
山
県
春
の
短
歌
大
会

4
月
9
日
出

富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル
　
-
階

多
目
的
小
ホ
ー
ル

第
5
3
回
清
渓
社
現
代
書
展

4
月
1
5
日
鹿
～
4
月
1
7
日
㈲

富
山
県
民
会
館
　
地
下
展
示
室

あ
る
響
き
に
生
徒
た
ち
は
惹
き
つ
け
ら

れ
て
い
ま
し
た
｡

高
岡
御
車
山
祭
協
賛
二
高
岡
茶
会
｣

4
月
2
3
日
出
-
4
月
2
4
日
榔

国
宝
　
高
岡
山
　
瑞
龍
寺

黒
川
真
理
　
撃
コ
ン
サ
ー
ト
　
｢
花
と

月
と
｣
　
ジ
ャ
ズ
の
調
べ
に
の
せ
て

4
月
2
3
日
出

北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル

桐
朋
ア
カ
デ
ミ
ー
･
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

レ
ク
チ
ャ
ー
&
コ
ン
サ
ー
ト

4
月
2
 
9
日
㈱

富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー
･

リ
ハ
ー
サ
ル
室

第
5
8
回
富
山
県
女
流
書
道
展

5
月
1
2
日
㈹
～
5
月
1
7
日
㈹

大
和
富
山
店
　
6
階
ホ
ー
ル

龍
生
派
創
流
1
2
5
周
年

富
山
支
部
創
立
3
5
周
年
記
念
花
展

野
外
展
～
場
に
い
け
る
-
『
き
ら
め

き
･
輝
き
･
て
ん
こ
も
り
』

5
月
2
 
1
日
出
-
5
月
2
2
日
㈲

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
-
階

ロ
ビ
ー
､
魚
津
市
役
所
前
公
園

熊
川
哲
也
K
バ
レ
エ
カ
ン
パ
ニ
ー

｢
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
｣

5
月
2
1
日
出

オ
ー
バ
ー
ド
･
ホ
ー
ル

武
蔵
野
音
楽
大
学
同
窓
会
富
山
県
支

部
　
第
3
6
回
研
究
演
奏
会

5
月
2
2
日
㈲

富
山
県
教
育
文
化
会
館
ホ
ー
ル

富
山
大
学
医
科
薬
科
管
弦
楽
圃
　
第

3
4
回
定
期
演
奏
会

5
月
2
 
8
日
出

ア
イ
ザ
ッ
ク
小
杉
文
化
ホ
ー
ル

ラ
ポ
ー
ル

桐
朋
学
園
大
学
院
大
学
　
桐
朋
ア
カ

デ
ミ
ー
･
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
　
コ
ン
チ

ェ
ル
ト
実
習
公
開
授
業
　
第
1
日
､

第
2
日

5
月
2
8
日
出
-
5
月
2
9
日
㈲

富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー
･

リ
ハ
ー
サ
ル
室

女
声
合
唱
団
　
｢
コ
ー
ル
あ
い
｣
　
第
1
 
2

回
定
期
演
奏
会

6
月
5
日
侶

滑
川
西
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

第
3
3
回
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト

6
月
〓
日
出

ア
イ
ザ
ッ
ク
小
杉
文
化
ホ
ー
ル

ラ
ポ
ー
ル

草
月
三
創
会
展
　
勅
使
河
原
茜
家
元

継
承
1
 
0
年
記
念
-
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

6
月
‖
日
出
-
6
月
1
 
2
日
㈲

富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル

伝
え
た
い
7
0
年
の
あ
ゆ
み
　
池
坊
冨

山
支
部
創
立
7
0
周
年
記
念
　
池
坊
富

山
支
部
青
年
部
創
立
3
0
周
年
記
念

い
け
ば
な
池
坊
展

6
月
1
 
7
日
㈲
-
6
月
2
0
日
㈲

富
山
県
民
会
館
　
地
下
展
示
室

桐
朋
ア
カ
デ
ミ
ー
･
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

特
別
演
奏
会

6
月
1
9
日
㈲

オ
ー
バ
ー
ド
･
ホ
ー
ル

平
成
2
3
年
度
富
山
干
吟
会
吟
道
大
会

6
月
1
9
日
㈲

富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル
　
大
ホ

ー　レ

ーノ

津
田
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
　
第
3
回
発

表
会6

月
2
6
日
㈲

富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル
　
大
ホ

ーレ

ーノ

華
の
会
3
5
周
年
記
念
　
｢
民
踊
華
ま
つ

桐
朋
学
園
大
学
院
大
学
　
桐
朋
ア
カ

デ
ミ
ー
･
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
　
協
奏
曲

の
夕
べ

1
0
月
2
8
日
㈲

オ
ー
バ
ー
ド
･
ホ
ー
ル

桐
朋
ア
カ
デ
l
,
I
-
･
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

特
別
演
奏
会

日
月
1
8
日
㈲

オ
ー
バ
ー
ド
･
ホ
ー
ル

(
平
成
2
3
年
3
月
3
 
1
日
受
付
ま
で
)

お
よ
う
こ
び
の
人
々

(
平
成
2
 
3
年
1
月
以
降
受
筑
順

リ
｣

7
月
2
日
出

富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル

い
か
ん
ま
い
け
　
オ
ペ
ラ
>
o
I
･

7
月
9
日
出

北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル

中
川
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
ア
カ
デ
ミ
ー

第
2
 
1
回
発
表
会

7
月
3
 
0
日
出

富
山
県
民
会
館

洋
武
紀
行
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

〝
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
～
歌
宴

(
う
た
げ
)
　
～
〃

8
月
2
 
0
日
出

射
水
市
高
周
波
文
化
ホ
ー
ル
　
(
節

湊
中
央
文
化
会
館
)
　
小
ホ
ー
ル

2
0
1
1
年
花
ま
つ
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ

ン
展
&
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー
｢
花
心
論
｣

9
月
3
0
日
幽
～
1
0
月
1
日
出

ア
イ
ザ
ッ
ク
小
杉
文
化
ホ
ー
ル

ラ
ポ
ー
ル

桐
朋
ア
カ
デ
ミ
ー
･
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

第
4
3
回
定
期
演
奏
会

1
0
月
1
日
出

オ
ー
バ
ー
ド
･
ホ
ー
ル

●
ご
寄
付
●

利
田
み
さ
き
氏
　
3
 
0
万

利
田
み
さ
き
氏
か
ら
､
第
4
1
回

富
山
新
聞
芸
能
賞
賞
金
3
0
万
円
を

子
ど
も
た
ち
の
文
化
活
動
に
役
立

て
て
-
だ
さ
い
と
､
来
年
度
　
(
第

3
4
回
)
　
の
富
山
県
こ
ど
も
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
事
業
に
､
ご
寄
付
を
頂

き
ま
し
た
｡

ご
厚
志
に
探
-
感
謝
し
､
皆
様

に
ご
報
告
い
た
し
ま
す
｡


